
幸福の黄色いハンカチ基金事業　…… ２

住宅使用料の滞納は許しません　…… ３

財政再建計画の変更　………………… ４

財政健全化の判断比率　……………… ５
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　９月24日　のぞみ小学校の５年生９人が稲刈りを行いました。６月初めに田植えをし、稲の成長な

ど米になるまでを観察し続けてきました。しかし、収穫を目の前にして、シカの食害にあい大半を食

べ尽くされてしまう事態になってしまいました。それでも、この日は丹精に育てた稲を狩り、たばね、

稲架（はさ）掛けまでの作業を一生懸命行いました。
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（2）広報ゆうばり　2008年10月号

　

残
暑
が
残
る
８
月　

日
、「
緑
ヶ
丘
保
育
園
」

31

で
「
流
し
そ
う
め
ん
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
で
運
営
さ
れ
て
い
る「
お
や
サ
ポ　
つ

く
し
ん
ぼ
」
が
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
人
た

ち
の
交
流
を
進
め
よ
う
と
企
画
し
、
今
年
で
２

回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

園
庭
に
は
、
２
つ
に
割
ら
れ
た
長
さ
３�
ほ

ど
の
パ
イ
プ
が
並
べ
ら
れ
、
約　

人
の
参
加
者

90

は
流
れ
て
く
る
そ
う
め
ん
を
美
味
し
そ
う
食
べ

て
い
ま
し
た
。
最
初
は
上
手
に
す
く
え
な
か
っ

た
子
ど
も
た
ち
も
、
な
れ
て
く
る
と
食
欲
は
旺

盛
。「
お
い
し
い
。
お
い
し
い
。」
の
連
発
。

　

お
か
あ
さ
ん
た
ち
は
、「
家
で
は
こ
ん
な
に

食
べ
な
い
の
に
。
や
っ
ぱ
り
皆
が
い
る
し
、
楽

し
い
か
ら
か
な
。」と
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

企
画
し
た
代
表
者
の
菊
池
静
子
さ
ん
は
、

「
昨
年
こ
の
事
業
は
、
い
ろ
ん
な
所
か
ら
、
必

要
な
物
を
借
り
て
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
は
、

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
の
助
成
を
受
け
た
こ
と

も
あ
り
、
必
要
な
物
も
揃
え
ら
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。今
後
は
、い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
活
用

が
で
き
助
か
り
ま
す
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、「
お
や
サ
ポ　
つ
く
し
ん
ぼ
」
で
は
、

基
金
の
助
成
を
受
け
て
人
形
劇
と
子
育
て
講
座

の
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基

金
助
成
事
業
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

育
成
事
業
と
し
て
助
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」か
ら
の
助

成
を
希
望
す
る
事
業
（
平
成　

年
度
下
期
分
）

20

を
、
広
報
ゆ
う
ば
り
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
は
市
民
団
体
な
ど
か
ら

　

団
体
・　

事
業
の
助
成
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

17

17

　

申
請
の
あ
っ
た
事
業
を
審
査
す
る
に
あ
た
り
、

審
査
員
で
あ
る
使
途
選
定
委
員
が
事
業
の
内
容

を
理
解
し
審
査
の
参
考
と
す
る
た
め
の
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
９
月　

日
に
開
催
し
ま

16

し
た
。

　

５
人
の
使
途
審
査
委
員
は
、
各
申
請
者
か
ら

の
事
業
説
明
を
受
け
て
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

審
査
結
果
を
基
に
平
成　

年
度
下
期
分
の
助
成

20

事
業
を
決
定
し
ま
し
た
。

�
前
進
座
公
演
「
く
ず
ー
い
屑
屋
で
ご
ざ
い
」

〔
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン　

ゆ
う
ば
り
〕

in

�
夕
張
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流
事
業

 

〔
夕
張
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
〕

�
中
国
青
少
年
芸
術
交
流
団「
夕
張
元
気
舞
台
」

 

〔
中
国
青
少
年
芸
術
交
流
団
実
行
委
員
会
〕

�
が
ん
ば
る
市
民
文
化
祭
事
業

 

〔
が
ん
ば
る
市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
〕

�
子
供
か
る
た
推
進
事
業

 

〔
夕
張
歌
留
多
愛
好
会
〕

�
野
球
少
年
団
推
進
事
業

 

〔
夕
張
若
菜
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
〕

�
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
「
命
の
バ
ト
ン
」

 
〔
ゆ
う
ば
り
再
生
市
民
会
議　
福
祉
・
生
活
分
科
会
〕

�
地
域
シ
ネ
マ
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

〔
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う
ば
り
フ
ァ
ン
タ
〕

�
夕
老
連
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

 

〔
夕
張
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
〕

�
幼
児
・
小
学
生
ス
キ
ー
教
室

 

〔
夕
張
ス
キ
ー
連
盟
〕

�
「
ゆ
う
ば
り
あ
れ
こ
れ
マ
ッ
プ
」（
夕
張
観
光

マ
ッ
プ
）
増
刷

 

〔
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う
ば
り
観
光
協
会
〕

�
北
方
果
樹
園
再
生
の
た
め
の
維
持
管
理
と
公

共
施
設
等
の
環
境
整
備
事
業

 

〔
ハ
ッ
ス
ル
夕
張
〕
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（3）広報ゆうばり　2008年10月号

　

住
宅
使
用
料
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、
従
来
か

ら
滞
納
者
に
対
し
再
三
の
督
促
、
催
促
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

督
促
状
や
催
告
書
の
送
付
、
夜
間
を
含
む
臨

戸
訪
問
な
ど
を
行
い
、
納
付
を
促
す
と
と
も
に
、

条
例
に
基
づ
く
明
け
渡
し
請
求
が
で
き
る
内
容

を
盛
り
込
ん
だ
特
別
催
告
書
を
平
成　

年　

月

18

11

か
ら
４
回
に
わ
た
っ
て
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

一
定
の
効
果
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

納
付
誓
約
に
応
じ
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
、
平

成　

年
２
月
か
ら
戸
別
訪
問
を
実
施
し
て
い
る

20
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
納
付
誓
約
を
し
て
支
払
を
開

始
し
た
方
も
一
部
い
ま
す
。
し
か
し
、
依
然
と

し
て
未
払
い
の
状
態
が
続
い
て
い
る
方
が
多
数

い
ま
す
。
納
期
限
内
に
住
宅
使
用
料
を
納
め
て

い
る
入
居
者
の
皆
さ
ん
と
著
し
く
公
平
性
を
欠

き
、
市
と
し
て
も
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

市
営
住
宅
に
は
、
全
世
帯
数
の
４
割
以
上
が

入
居
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
使
用
料
は
多
く
の
市
民
が
暮
ら
す
大
切

な
市
営
住
宅
の
修
繕
費
用
な
ど
、
住
宅
を
管
理

す
る
た
め
の
費
用
と
し
て
重
要
な
収
入
源
で
す
。

　

市
で
は
、
住
宅
使
用
料
の
滞
納
整
理
に
つ
い

て
事
務
処
理
要
綱
を
定
め
ま
し
た
。
そ
れ
に

従
っ
て
、
特
に
高
額
滞
納
者
で
一
定
程
度
の
収

入
が
あ
る
の
に
支
払
う
意
思
の
見
ら
れ
な
い
方
、

市
の
呼
び
か
け
に
全
く
応
じ
な
い
な
ど
、
悪
質

な
滞
納
者
に
対
し
て
は
住
宅
の
明
渡
請
求
・
訴

訟
を
起
こ
す
こ
と
に
し
ま
す
。

　

滞
納
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
滞
納
者
の

意
識
改
革
や
新
た
な
滞
納
者
の
発
生
防
止
を
促

し
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め
、
適
正
な
住
宅
管

理
を
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
現
在
、
法
的
措
置
へ
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
納
付
誓
約
を
行
っ
て
い
な
い
滞

納
者
は
、
速
や
か
に
納
付
相
談
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先　

市
建
設
課
（
住
宅
管
理
担
当
）

　
�
　

│
３
１
１
９

52

�������

住
宅
使
用
料
の
滞
納
は
許
し
ま
せ
ん
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（4）広報ゆうばり　2008年10月号

　

平
成　

年
９
月　

日
付
け
で
総
務
大
臣
あ
て

20

19

に
協
議
の
申
し
出
を
行
な
っ
た
「
夕
張
市
財
政

再
建
変
更
計
画
書
」
が
平
成　

年
９
月　

日
に

20

24

総
務
大
臣
か
ら
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
計
画
変
更
に
よ
り
、
財
政
再
建
の
期

間
や
赤
字
解
消
額
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
意
が
得
ら
れ
た
変
更
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

歳　

入

�
法
律
の
改
正
に
よ
り
保
育
費
用
の
基
本
額
が

増
額
さ
れ
た
こ
と
や
保
育
園
入
園
児
数
が
当
初

計
画
を
上
回
っ
た
こ
と
、
障
が
い
者
の
自
立
支

援
対
策
な
ど
の
実
施
に
対
し
て
見
込
ま
れ
る

国
・
道
支
出
金
収
入
の
増

 

【
補
正
予
算
額　

３
９
、
９
８
８
千
円
】

�
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」
な
ど
か

ら
の
基
金
繰
入
金
の
増

 

【
補
正
予
算
額　

１
０
、
４
０
４
千
円
】

歳　

出

�
原
油
価
格
高
騰
に
伴
う
燃
料
単
価
上
昇
分
の

増
額
（
庁
舎
、
し
尿
処
理
場
、
共
同
浴
場
、

葬
斎
苑
等
の
公
共
施
設
）

 

【
補
正
予
算
額　

３
９
、
３
１
４
千
円
】

�
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
保
育
費
用
の
基
本
額

が
増
額
さ
れ
た
こ
と
や
保
育
園
入
園
児
数
が
当

初
計
画
を
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
る
所
要
額
の
増

額
 

【
補
正
予
算
額　

４
１
、
３
７
４
千
円
】

�
共
同
浴
場
（
南
清
浴
場
の
照
明
器
具
取
替
及

び
屋
根
補
修
、
宮
前
浴
場
の
排
気
ダ
ク
ト
補
修
、

真
谷
地
浴
場
の
給
湯
設
備
取
替
）
や
公
営
住
宅

（
給
水
設
備
緊
急
修
繕
）、
平
和
し
尿
処
理
場

破
砕
機
整
備
、
紅
葉
山
会
館
屋
根
塗
装
工
事
な

ど
の
維
持
補
修
費
の
増
額

 

【
補
正
予
算
額　

１
３
、
７
３
９
千
円
】

�
障
が
い
児
の
早
期
発
見
の
た
め
の
検
査
器
具

や
視
覚
障
が
い
者
の
た
め
の
情
報
支
援
用
具
な

ど
の
備
品
購
入
費
の
増
額

 

【
補
正
予
算
額　

１
、
８
０
０
千
円
】

�
中
学
校
区
を
単
位
と
し
た
学
校
支
援
地
域
本

部
や
地
域
教
育
協
議
会
等
を
設
置
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

等
に
係
る
所
要
額
の
増
額

 

【
補
正
予
算
額　

７
１
１
千
円
】

�
市
立
診
療
所
の
光
熱
水
費
の
節
減
を
図
る
た

め
の
施
設
改
修
工
事
費
の
増
額

 

【
補
正
予
算
額　

２
、
７
３
４
千
円
】

�
防
災
資
機
材
及
び
消
防
車
両
を
保
管
す
る
た

め
の
消
防
防
災
倉
庫
等
整
備
及
び
火
災
現
場
で

の
連
絡
体
制
を
強
化
す
る
た
め
の
消
防
携
帯
無

線
機
器
整
備
の
増
額

 

【
補
正
予
算
額　

５
、
３
０
６
千
円
】

�
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
の
整
備
及
び
国
の
制
度

改
正
に
伴
い
必
要
と
な
る
住
民
税
特
別
徴
収
シ

ス
テ
ム
導
入
経
費
の
増
額

 

【
補
正
予
算
額　

８
９
、
２
９
８
千
円
】

�
今
後
、
必
要
と
見
込
ま
れ
る
職
員
時
間
外
勤

務
手
当
や
年
度
末
ま
で
に
想
定
さ
れ
る
退
職
見

込
み
者
に
対
す
る
退
職
手
当
、
平
成　

年
度

19

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
改
定
費
の
ほ
か
消

防
職
員
の
採
用
に
係
る
経
費
の
増
額

 

【
補
正
予
算
額　

５
７
、
６
８
７
千
円
】

�
平
成　

年
度
の
特
別
交
付
税
額
が
計
画
額
を

19

上
回
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
平
成　

年
度
か
ら

20

の
繰
上
充
用
金
の
減
額

 
【
補
正
予
算
額　

▲
２
３
０
、
０
６
９
千
円
】

　

平
成　

年
９
月
に
総
務
大
臣
の
同
意
が
得
ら

20

れ
た
「
夕
張
市
財
政
再
建
変
更
計
画
」
に
基
づ

き
、
一
般
会
計
及
び
診
療
所
事
業
会
計
の
予
算

の
補
正
を
行
う
と
と
も
に
、
次
の
と
お
り
５
会

計
の
事
業
費
の
予
算
を
補
正
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
主
な
補
正
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
】

　

制
度
改
正
に
対
応
す
る
た
め
の
医
療
給
付
シ

ス
テ
ム
改
修
費
及
び
人
件
費
な
ど
の
補
正

【
老
人
保
健
医
療
事
業
会
計
】

　

国
・
道
支
出
金
、
支
払
基
金
交
付
金
の
過
年

度
分
に
つ
い
て
の
精
算
経
費
の
補
正

【
介
護
保
険
事
業
会
計
】

　

介
護
給
付
費
負
担
金
過
年
度
還
付
金
な
ど
の

補
正

【
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計
】

　

保
険
料
軽
減
に
係
る
広
報
経
費
及
び
人
件
費

の
補
正

【
水
道
事
業
会
計
】

　

水
道
施
設
の
災
害
復
旧
に
係
る
工
事
費
の
補

正
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補正後予算額９月の補正額補正前の予算額会　計　名

41,267,43252,10441,215,328一般会計

109,3412,734106,607診療所事業会計

2,077,41712,077,416国民健康保険事業会計

263,40317,218246,185老人保健医療事業会計

1,427,1474,2391,422,908介護保険事業会計

257,481846256,635後期高齢者医療事業会計

637,1468,721628,425水道事業会計

単位：千円



（5）広報ゆうばり　2008年10月号

　

平
成　

年
４
月
に
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政

20

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
が
一
部
施
行
さ
れ
、

地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、
健
全
化
判
断
比

率
及
び
公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
比
率
を
算

定
し
、
公
表
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
本
市
の
各
指
標
（
暫
定
値
）

19

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
確
定
値
（
監
査
委
員
に
付
し
た
上
で

議
会
に
報
告
し
た
も
の
）
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年　

月
ま
で
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

20

11

　

平
成　

年
度
か
ら
は
、
健
全
化
判
断
比
率
等

21

が
国
の
定
め
る
財
政
再
生
基
準
（
経
営
健
全
化

基
準
）
以
上
と
な
っ
た
場
合
、「
財
政
再
生
計

画
」（
公
営
企
業
経
営
健
全
化
計
画
）
の
策
定
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
現
行
の
「
財
政
再
建
計

画
」
の
基
本
方
針
を
基
に
、
持
続
的
可
能
な
財

政
構
造
の
確
立
を
図
る
た
め
、
新
た
な
計
画
の

策
定
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
財

政
運
営
の
深
刻
度
を
示
す
も
の
で
す
。（
夕
張

市
の
一
般
会
計
実
質
赤
字
額
は
３
３
５
億
円
で
、

市
税
や
普
通
交
付
税
の
財
源
の
規
模
で
あ
る
標

準
財
政
規
模　

億
円
に
比
べ
て
極
め
て
多
額
と

46

な
っ
て
い
ま
す
。） 

　
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
実
質
赤
字
額
に
国
民
健
康
保
険
事

業
会
計
・
下
水
道
事
業
会
計
の
赤
字
額
及
び
そ

の
他
の
会
計
の
黒
字
額
を
合
算
し
、
夕
張
市
全

体
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
た
も
の
で
す
。

　
実
質
公
債
費
比
率

　

借
入
金
の
返
済
に
充
て
る
公
債
費
や
公
債
費

に
準
ず
る
経
費
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資
金

繰
り
の
危
険
度
を
示
す
も
の
で
す
。（
炭
鉱
閉

山
後
の
地
域
振
興
対
策
に
多
額
の
地
方
債
を
発

行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
公
債
費
負
担
が
約　

億
21

円
と
多
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

　
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
等
（
一
般
会
計
・
診
療
所
事
業
会

計
）
の
地
方
債
や
将
来
支
払
っ
て
い
く
可
能
性

の
あ
る
負
担
等
の
現
時
点
で
の
残
高
の
程
度
を

指
標
化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が

高
い
か
ど
う
か
を
示
す
も
の
で
す
。

　
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企
業
の
事

業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の
規
模
と
比
較
し
て

指
標
化
し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示
す
も
の

で
、
事
業
の
性
質
上
、
将
来
の
料
金
収
入
等
で

解
消
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
る
資
金
不
足
額
は

除
い
て
算
出
し
ま
す
。（
下
水
道
事
業
は
、
地

域
が
分
散
し
、
傾
斜
地
で
あ
る
と
い
う
地
理
的

条
件
に
よ
る
固
定
経
費
と
人
口
減
な
ど
に
伴
い

減
少
す
る
料
金
収
入
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
多

額
の
累
積
赤
字
を
抱
え
て
い
ま
す
。）

　

※
市
場
事
業
及
び
水
道
事
業
会
計
は
資
金
不

足
を
生
じ
て
い
な
い（
黒
字
で
あ
る
）た
め「
－
」

で
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
行
財
政
管
理
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
２
２

52

財政再生基準早期健全化基準夕　張　市指　　　標

20.00％15.00％730.71％実質赤字比率

40.00％20.00％739.45％連結実質赤字比率

35.0％25.0％39.6％実質公債費比率

―350.0％1237.6％将来負担比率

●財政健全化判断比率

●資金不足比率

経営健全化基準夕　張　市会 計 名 称

20.0％

－％市場事業会計

432.0％公共下水道事業会計

－％水道事業会計
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（6）広報ゆうばり　2008年10月号

《
市
営
・
道
営
住
宅
》

一
般
公
募
と
随
時
公
募
の
違
い

一
般
公
募
〜
空
戸
の
無
い
団
地
又
は

住
棟
（
Ｈ
２
以
降
）
に
新
た
に
空
戸

が
出
た
場
合
の
公
募
（
単
身
者
は
除

く
）

随
時
公
募
〜
既
に
空
戸
の
あ
る
団
地
、

又
は
一
般
公
募
を
数
回
繰
り
返
し
て

も
入
居
者
が
い
な
い
空
戸
の
公
募

入
居
者
資
格

＊
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

＊
公
営
住
宅
法
等
で
定
め
た
収
入
基

準
以
下
の
方
（
み
な
し
特
公
賃
住
宅

及
び
賃
貸
住
宅
は
除
く
。）

＊
地
方
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

一
般
住
宅　
【
一
般
住
宅
】

公
営
住
宅　

夢（
平
和
）　
　
　

２
戸

改
良
住
宅　

栄（
本
町
）　
　
　

２
戸

申
込
期
限　

一
般
公
募　

月　

日

10

14

随
時
公
募　
【
一
般
住
宅
】

市
営
住
宅
（　

戸
）
／
道
営
住
宅

72

（　

戸
）

16
【
み
な
し
特
公
賃
住
宅
】（
収
入
基
準

を
上
回
る
方
が
対
象
）　

市
営
住
宅

（
千
代
田
地
区
）　

２
戸

住
宅
使
用
料　

入
居
を
希
望
す
る
住

宅
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ
先　

市
建
設
課
農

林
建
設
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
市
南
支
所

　
�
　

│
３
１
１
９ 

52

【
新
入
学
児
童
入
学
調
査
票
を
送
付

し
ま
す
】

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
４
月

に
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
を
住
民

基
本
台
帳
に
よ
り
調
査
し
ま
し
た
。

　

入
学
予
定
者
の
世
帯
に
入
学
調
査

票
を　

月
中
旬
頃
送
付
し
ま
す
。
保

10

育
園
、
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い
る
場

合
は
、
そ
ち
ら
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

該
当
世
帯
で
入
学
調
査
票
が
届
か

な
い
場
合
や
不
明
な
点
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

該
当
児
童　

平
成　

年
４
月
２
日
か

14

ら
平
成　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

15

れ
た
お
子
さ
ん

提
出
期
限　
　

月
４
日

11

【
佐
藤
裕
子　

ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
展

 

〜
小
さ
な
家
の
物
語
〜
】

　

樹
脂
粘
土
で
作
っ
た
カ
フ
ェ
や
お

花
屋
さ
ん
な
ど
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
展

示
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
ま
で　

午
前
８

10

31

時　

分
〜
午
後
５
時　

分

45

45

と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
あ
ず
ま
し
い
」（
市
役
所
２
階
）

入
場
料　

無
料

【
池
坊
夕
張
支
部
花
展
】

と　

き　
　

月　

日
・　

日

10

12

13

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

10

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
市
民
会
館
３
階

※
期
間
中
、
午
後
１
時
か
ら
生
花
の

無
料
体
験
が
で
き
ま
す
。

〔
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
〕

　

花
器
の
製
作
と
生
花
体
験
教
室

と　

き　
　

月　

日　

午
前　

時
〜

10

12

10

　

時
11対　

象　

４
歳
〜
中
学
生

定
員　
　

名
20

参
加
料　

無
料

申
込
期
限　
　

月　

日

10

10

申
込
・
問
合
せ
先　

い
ず
れ
も
市
教

育
委
員
会

　
�
　

│
３
１
６
６

52

【
体
育
の
日　

体
育
施
設
無
料
開
放

し
ま
す
】

と　

き　
　

月　

日　

９
時
〜　

時

10

13

17

　

分
30開

放
施
設　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

問
合
せ
先　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー　
�
　

│
６
０
４
６

56

と　

き　
　

月　

日　

８
時　

分
〜

10

18

50

　

時
12と

こ
ろ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　

各
小
中
学
校

入
居
者
募
集

����

教
育
委
員
会
か
ら

第　

回
音
楽
発
表
会

51

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

と　き　10月28日（火）

ところ　札幌がん検診センター

対象者　西暦偶数年生まれの女性

　　　　乳がん　　　40歳以上

　　　　子宮がん　　20歳以上

※西暦奇数年生まれの方で一度も受診したことがな

い方、２年以上受診していない方も対象とします。

バス送迎　（対がん協会のバス）

《行き》

保健福祉センター前　　　午前７時00分

南部停留所　　　　　　　午前７時20分

幌南中学校前停留所　　　午前７時25分

南支所玄関前（清水沢）　午前７時35分

沼ノ沢駅前停留所　　　　午前７時45分

新夕張駅前停留所　　　　午前７時55分

《帰り》検診終了後

検診料金

　①　課税世帯

　②　非課税世帯または70歳以上または生活保護受

給者

・子宮頸部がん検診

　①の方　2000円　　　②の方　300円

・子宮体部がん検診

　①の方　1500円　　　②の方　300円

・乳がん検診

　①の方　3100円　　　②の方　300円

申込期間　10月２日～17日

　※７月の検診申込時期に、すでにセンター検診を

申込んでいる方は、再度の申込の必要はありま

せん。

申込・問合せ先　市保健介護グループ

　　　　　　　　　�52－3106



（7）広報ゆうばり　2008年10月号

実
施
期
間　
　

月
１
日
〜　

年
３
月

10

21

　

日
31対

象
者　

①
接
種
日
で　

歳
以
上
の

65

市
民
②　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
で

60

65

心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
障

が
い
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
の

あ
る
方

実
施
医
療
機
関　

夕
張
市
立
診
療

所
・
夕
愛
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
簗
詰
医
院
・

南
清
水
沢
診
療
所
・
中
條
医
院

接
種
費
用　

１
２
０
０
円　

た
だ
し
、

生
活
保
護
受
給
者
は
無
料

接
種
回
数　

実
施
期
間
中
に
１
回

（
２
回
目
以
降
は
全
額
個
人
負
担
）

注
意
事
項　

・
実
施
医
療
機
関
に
日

程
・
時
間
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
市
立
診
療
所
は
予
約
が
必
要
で

す
。）

・
保
険
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
介
護
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
７

52

　

月　

日

10

28

　

時
〜　

時

10

13

　
　

夕
張
市
役
所
前
（
本
町
）

　

時
〜　

時

14

16

　
　

夕
張
市
立
診
療
所
前
（
社
光
）

　

夕
張
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ア
ル
フ
ァ
」
は
、
障
が
い
の
あ
る

方
を
創
作
活
動
や
社
会
生
活
と
の
交

流
促
進
を
図
る
な
ど
様
々
な
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

活
動
日　

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

10

活
動
場
所　

老
人
福
祉
会
館

対
象
者　

身
体
障
が
い
者
、
知
的
障

が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
、
障
が
い

児活
動
内
容　

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
手
芸
工
作
な
ど
の
創

作
活
動
、
生
活
相
談
、
就
労
支
援
な

ど利
用
料
金　

１
日
２
０
０
円
、
１
ヶ

月　

日
以
上
利
用
の
場
合
、
３
０
０

15
０
円
が
上
限
で
す
。
活
動
内
容
に

よ
っ
て
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

※
利
用
す
る
に
は
事
前
に
申
込
が
必

要
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

夕
張
市
社
会
福

祉
協
議
会　
�
　

│
６
０
０
４　

ま

56

た
は
市
生
活
福
祉
グ
ル
ー
プ　
�
　
52

│
１
０
５
９

　

市
の
直
営
施
設
と
し
て
運
営
し
て

き
ま
し
た
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
社

会
福
祉
法
人
い
ち
は
つ
の
会
が
「
養

護
老
人
ホ
ー
ム
夕
張
み
ど
り
の
園

（
そ
の
）」
と
し
て
、　

月
か
ら
運
営

10

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
入
所
の
方
々
の
処
遇
を

第
一
に
円
滑
な
移
管
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

移
管
後
も
入
所
の
申
込
な
ど
は
、

市
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
１
０
５
９

52

　

じ
ん
臓
機
能
障
が
い
者
で
人
工
透

析
療
法
の
た
め
市
外
に
通
院
し
て
い

る
方
の
前
期
分
（
平
成　

年
３
月
〜

20

８
月
）
の
交
通
費
を
助
成
し
ま
す
。

※
前
年
の
所
得
な
ど
に
よ
る
制
限
が

あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　
　

月　

日

10

10

申
込
・
問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
グ

ル
ー
プ　
�
　

│
１
０
５
９

52

　

道
有
林
で
は
、
野
ね
ず
み
の
駆
除

を
目
的
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
殺

そ
剤
の
空
中
散
布
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
内
の
入
林
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

と　

き　
　

月　

日
〜　

月　

日

10

15

11

10

（
１
日
程
度
）

と
こ
ろ　

滝
ノ
上　

番
地（
１
３
８
・

75

１
４
１
林
班
）

問
合
せ
先　

胆
振
森
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
森
林
整
備
課　
�
０
１
４
４
│

　

│
５
１
２
１

72
　
　

月
１
日
か
ら
市
営
浴
場
の
入
浴

10
料
金
を
改
定
し
ま
し
た
。

市
営
浴
場　

宮
前
町
・
清
陵
・
南
清
・

真
谷
地
の
４
浴
場
で
す
。

入
浴
料
金　
【
１
回
券
】大
人
４
２
０

円
、
中
人
１
４
０
円
、
小
人　

円　
70

【
回
数
券
６
枚
綴
り
】
大
人
２
４
０

０
円
、
中
人
８
０
０
円
、
小
人
４
０

０
円

※
３
９
０
円
の
入
浴
券
は
差
額
券

（　

円
）と
合
わ
せ
て
使
用
く
だ
さ
い
。

30と　

き　
　

月　

日
〜　

日

10

20

25

　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
（
最
終
日

は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

入
場
料　

無
料

作
品
募
集　
　

月　

日　

午
後
１
時

10

18

か
ら
会
場
で
受
付
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

実
行
委
員
会
・

佐
々
木　
�
０
９
０
│
９
５
２
２
│

８
３
７
２

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す

殺
そ
剤
空
中
散
布
し
ま
す

献
血
車
が
市
内
を
巡
回
し

ま
す

夕
張
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ア
ル
フ
ァ
」
が
開
設
し
ま
し
た

養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
民
間

に
移
管
し
ま
し
た

じ
ん
臓
機
能
障
が
い
者
通

院
交
通
費
補
助
事
業

市
営
浴
場
の
入
浴
料
金
を

改
定

が
ん
ば
る
市
民
文
化
祭

２
０
０
８

��������	

　秋の大型ごみ収集を行います。
　品目ごとに定められた金額に相当するごみ処理券を貼っ
て、当日の午前８時までに所定の場所に出してください。

・大型ごみの品目と料金は、昨年７月に配布したパンフ
レット「家庭ごみの出し方」をご覧ください。
・大型ごみとして出せないものは家電品（テレビ・冷蔵
庫・冷凍庫・洗濯機・パソコンなど）ピアノ・タイヤ・ド
ラム缶など
問合せ先　市環境生活グループ　�52－3108

収　集　地　区収　集　日
社光・住初・本町・旭町・昭和・末広・鹿
の谷・千代田・若菜・常盤・平和・日吉・
清水沢（１～３丁目・清陵町）

10月14日

清水沢（清栄町・宮前町・清湖町）・南清
水沢・南部

　　15日

沼ノ沢・真谷地・紅葉山（市街地）　　16日
紅葉山（農地）・滝ノ上・楓・登川・富野　　17日



（8）広報ゆうばり　2008年10月号

　

民
家
・
民
有
地
な
ど
で
発
生
し
た

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除
は
、
夕
張

環
境
清
掃
㈱
（�
　

│
６
０
０
０
）

56

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
営
・
道
営
住
宅
の
場
合

は
、
建
設
課
住
宅
管
理
担
当
（�
　
52

│
３
１
１
９
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

　

市
文
化
協
会
で
は
、「
夕
張
文
化

誌　

号
」
の
発
刊
に
あ
た
り
、
市
民

54
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

応
募
資
格　

高
校
生
以
上

募
集
内
容　

俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、

詩
、
随
筆
、
写
真

提
出
期
限　
　

月　

日

10

31

提
出
先　

市
教
育
委
員
会

問
合
せ
先　

文
化
協
会
（
古
城
）

　
�
　

│
５
０
１
２

59

と　

き　
　

月
７
日
〜　

日　

午
前

10

11

　

時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午
後

10４
時　

分
ま
で
）

30

と
こ
ろ　

清
水
沢
地
区
公
民
館

入
場
料　

無
料

問
合
せ
先　

澤
田
ま
り
子
（�
０
９

０
│
４
３
８
２
│
７
５
２
５

日　

程　
　

月　

日　

紅
葉
山
会
館

10

21

／　

日　

老
人
福
祉
会
館
／　

日　

24

28

末
広
生
活
館

時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
２
時

10

問
合
せ
先　

市
市
民
保
険
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
０
４

52

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

朝
晩
の
冷
え
込
み
が
厳
し
く
な
り
、

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
用

す
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
前
に
点

検
・
整
備
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

火
災
予
防
期
間
中
、
各
地
域
で
「
火

の
用
心
」
を
呼
び
か
け
、
高
齢
者
世

帯
を
対
象
に
立
入
検
査
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。

【
消
防
署　
�
　

│
４
１
２
２
】

53

と　

き　
　

月　

日　

午
後
２
時
〜

10

18

４
時

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
市
民
会
館

入
場
料　

一
般
５
０
０
円　

高
校
生

以
下
無
料

問
合
せ
先　

音
楽
協
会
（
古
城
）

　
�
　

│
５
０
１
２

59

と　

き　
　

月
５
日　

正
午
〜

10

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
は
ま
な
す
会
館

入
場
料　

１
０
０
０
円

問
合
せ
先　

ホ
テ
ル
Ｙ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｉ

（
佐
藤
）　�
　

│
７
１
１
１

59
│　

月
は
土
地
月
間
│　

10

　

一
定
の
面
積
以
上
（
夕
張
市
の
場

合
５
千
㎡
以
上
）
の
土
地
取
引
を
行

う
場
合
は
、
国
土
利
用
法
に
基
づ
き

届
け
出
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先　

市
地
域
再
生
グ
ル
ー
プ

　
�
　

│
３
１
４
１

52

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、　

月　

日
と　

日

10

16

30

午
前
１
時　

分
か
ら
午
前
４
時
の
間

10

で
交
換
機
の
切
替
工
事
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
電
話
が
か
か
り
づ
ら
く
な

り
ま
す
。

　

こ
の
時
間
帯
を
さ
け
て
ご
利
用
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

と　

き　
　

月
６
日　

午
後
６
時
開

11

場　

午
後
６
時　

分
開
演

30

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル

入
場
料　

高
校
生
以
下
無
料　

一
般

８
０
０
円　

ペ
ア
券
１
、
５
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
、
市
内
各
取
扱

所
で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン　

ゆ
in

う
ば
り　

松
倉　
�
　

│
３
０
０
４

59
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次
号
、　

月
の
広
報
ゆ
う
ば
り
は

11

 
　

月　

日
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

10

31

��������	
�

人　口　11,886人（－　37人）
　男　　　5,570人（－　23人）
　女　　　6,316人（－　14人）
世帯数 6,284世帯（－16世帯）

（　）は前月比

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除

に
つ
い
て

　

月　

日
〜　

日

10

15

31

秋
の
火
災
予
防
運
動

作
品
募
集
し
ま
す

『
夕
張
文
化
』
誌

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ふ
る
さ
と

作
品
展

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相

談
・
人
権
擁
護
相
談
の
開
催

劇
団
前
進
座
公
演
「
く

ず
ー
い
屑
屋
で
ご
ざ
い
」

夕
張
音
楽
協
会
創
立　

周
50

年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

第
１
回
記
念
夕
張
歌
謡
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
発
表
会

土
地
取
引
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す

Ｎ
Ｔ
Ｔ
交
換
機
切
替
工
事

を
実
施
し
ま
す

�

�

�

�

���������������������������

���������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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　このコーナーに掲載する乳幼児（３歳まで）
の写真をお寄せください。
�送り先　総務グループ（�52－3170）
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平
成　

年
８
月
３
日
生
ま
れ

17

真
谷
地


